
 住所欄は給与所得者の 1 月 1 日現在の住所を確認のうえ記入してくださ

い。（なお、ここに記入した住所の市区町村へ提出することとなります。） 
給与支払報告書の記載要領 

氏名欄にはフリガナを必ず記入して

ください。 

配偶者特別控除のある場合は『配偶

者の合計所得』欄、社会保険料控除の

うち国民年金保険料を含む場合は

『国民年金保険料等の金額』欄、地震

保険料控除のうち長期損害保険料を

含む場合は『旧長期損害保険料の金

額』欄にそれぞれ記入してください。 

支払を受ける方の個人番号を記入し

てください。 

事業所所在地・名称・

連絡先電話番号は必ず

記入してください。 

【その他】 

提出の際、総括表に特別徴収・普通徴収の別を記載していない場合は、給与支払報告書の「種

別」欄もしくは「摘要」欄に特別徴収・普通徴収が分かるように記入してください。 

控除対象配偶者の有無の欄に○印また

は※印を記入してください。なお、配偶

者特別控除の場合は控除金額を必ず記

入してください。 

扶養親族の欄には扶養人数を記入して

ください。なお、老人扶養・特別障害者

扶養の欄には「内：人」の２つの記入欄

があります。 

「内」欄は、扶養人数のうち
．．

、同居の者

の人数となっております。 

控除対象親族・１６歳未満の扶養親族が

５人以上いる場合、５人目以降の者の氏

名を摘要欄に記入してください。 

また、前職分を含めて年末調整した場合

は、前職分支払金額・社会保険料額・源

泉徴収税額を必ず記入してください。 

給与
．．

所得者本人
．．．．．

が、記載事項に該当する

場合に○印もしくは※印を記入してく

ださい。 

【住宅借入金特別控除（住宅ローン

控除）について】 

『住宅借入金等特別控除の額』の欄

において、控除額が算出年税額より

も多い場合については、『住宅借入金

特別控除可能額』の欄にも記入して

ください。 

また、『居住開始年月日』の欄を必ず

記入し、当該住宅の取得が特定取得

に該当する場合には、区分に「（特）」

を付記してください。 

記載例 

生年月日欄は必ず記入してくださ

い。 


